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将
来
像

海
景
色
の
映
え
る
ま
ち
〜
瀬
戸
内
海
か
ら
幸

せ
つ
な
ぐ
「
豊
か
な
自
然
と
学
び
の
島
」
〜
と

し
ま
す
。

■「
海
景
色
の
映
え
る
ま
ち
」と
は

第
１
次
長
期
総
合
計
画
か
ら
掲
げ
て
き
た

「
海
景
色
」
に
は
瀬
戸
内
の
太
陽
に
育
ま
れ
た

自
然
と
、
そ
こ
で
海
と
船
と
と
も
に
培
っ
て
き

た
歴
史
・
文
化
の
２
つ
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
自
然
資
源
と
社
会
資
源
が
相
ま
っ
た
真

の
豊
か
さ
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

■
〜
瀬
戸
内
海
か
ら
幸
せ
つ
な
ぐ「
豊
か
な

自
然
と
学
び
の
島
」〜
と
は

島
を
囲
む
瀬
戸
内
海
、
神
峰
山
（
か
ん
の
み

ね
）
か
ら
の
多
島
美
、
澄
ん
だ
空
気
と
綺
麗
な

星
空
、
心
が
和
む
昔
な
が
ら
の
原
風
景
な
ど
、

今
後
も
守
り
続
け
て
い
く
べ
き
豊
か
な
自
然
環

境
の
中
で
、
子
ど
も
や
若
者
の
教
育
は
も
と
よ

り
、
世
代
や
地
域
を
超
え
て
誰
も
が
人
生
を
学

び
、幸
せ
だ
と
実
感
で
き
る
島
を
目
指
し
ま
す
。

目
標
人
口

町
で
は
「
全
世
帯
の
未
来
の
生
活
・
居
場
所
」

を
守
り
、「
町
民
が
最
期
の
時
ま
で
、
安
心
し

大
崎
上
島
町
合
併
か
ら
早
20
年
を
経
過

し
、
10
年
刻
み
に
策
定
す
る
町
の
長
期

総
合
計
画
も
、
三
度
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
十
数
年
前
に
東
日
本
が
襲
わ
れ

た
千
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
東
日
本
大
震

災
、
５
年
ほ
ど
前
に
全
世
界
が
覆
い
つ
く
さ

れ
た
数
百
年
に
一
度
と

い
わ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る

世
界
的
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
、
さ
ら
に
は
、
地
球

温
暖
化
の
影
響
に
よ
り

こ
こ
数
十
年
世
界
中
ど

こ
か
し
こ
で
発
生
す
る

未
曽
有
の
集
中
豪
雨
被

害
な
ど
、
こ
れ
ま
で
経

験
し
た
こ
と
も
な
い
天

変
地
異
が
こ
れ
で
も
か

と
襲
い
掛
か
っ
て
き
て

い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
何
を
物

語
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
小
学
校
を
は
じ

め
と
す
る
義
務
教
育
か

ら
大
学
ま
で
の
高
等
教

育
に
お
い
て
、
地
球
温

暖
化
の
影
響
を
考
え
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
思
想
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
普
及

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。こ
の
こ
と
で
将
来
を
担
っ

て
い
く
こ
の
若
人
た
ち
が
、
そ
の
危
機
を
目

の
当
た
り
に
し
て
、
無
自
覚
な
大
人
に
対
し

て
注
意
喚
起
の
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
よ
う
に

思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

今
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
の
よ
う
に

享
受
し
て
き
た
地
球
資
源
の
使
い
捨
て
な

ど
、
近
代
文
明
の
恩
恵
に
胡
坐
（
あ
ぐ
ら
）

を
か
い
て
い
る
場
合
で
な
く
、
人
間
が
営
む

あ
ら
ゆ
る
社
会
活
動
を
一
か
ら
見
直
し
つ

つ
、地
球
環
境
の
危
機
に
真
剣
に
立
ち
向
か
っ

て
い
く
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
持
続
可
能
性
の

追
求
が
必
要
不
可
欠
に
な
っ
て
い
る
と
実
感

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
め
、
大
崎
上
島
町
第
３
次
長
期
総

合
計
画
な
ど
で
は
、
未
来
に
向
け
て
長

期
的
な
課
題
解
決
の
仕
組
み
づ
く
り
と
し
て

『
子
、
孫
世
代
が
誇
り
を
も
っ
て
住
み
続
け
て

く
れ
る
持
続
可
能
な
地
域
社
会
』
を
目
指
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
、
そ
の
厳
し
い
現
状
を
正
し
く
認

識
す
る
た
め
に
、
現
況
調
査
に
よ
る
把
握
と

分
析
の
う
え
、
町
民
に
も
目
に
見
え
る
よ
う

に
デ
ー
タ
化
し
、
分
か
り
易
く
説
明
し
、
情

報
公
開
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
町
民
挙
げ
て
内
外
の
産
学
官
民

す
べ
て
の
力
も
結
集
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
お
い
て
循
環
型
地
域
自
立
モ
デ
ル
を
創
設

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
に
は
、
島
に
あ
る
あ
ら
ゆ
る
資

源
を
最
大
限
活
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
も

の
に
練
り
上
げ
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。島

に
足
り
な
い
も
の
は
、
島
に
共
感
す
る

方
を
人
財
誘
致
や
地
域
交
流
と
し
て
島
外
か

ら
招
き
入
れ
る
と
と
も
に
、
離
島
と
し
て
国

の
交
付
金
等
を
最
大
限
活
用
す
る
な
ど
公
益

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

大
崎
上
島
町

第
３
次
長
期
総
合
計
画

「
基
本
構
想
」概
要

「
基
本
構
想
」概
要

令
和
７
年
度

施
政
方
針
に
つ
い
て

令
和
７
年
第
１
回
大
崎
上
島
町
議
会
定
例
会
で
、
町
長
が
表
明
し
た
施
政
方
針
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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て
、
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
守

る
た
め
に
、
人
口
減
少
を
抑
制
す
る
対
応
策
を

講
じ
て
、
２
０
５
０
年
に
４
，５
０
０
人
の
人

口
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
本
計
画
の
計
画
期
間
で
あ
る

２
０
３
４
年
の
目
標
人
口
を
５
，５
０
０
人
と

設
定
し
ま
す
。

４
つ
の
基
本
目
標

１
．
大
崎
上
島
を
愛
す
る
人
が
育

ち
・
集
ま
る
ま
ち

２
．
元
気
に
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

し
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
ま
ち

３
．
活
気
に
溢
れ
、
安
全
で
快
適
な

住
み
や
す
い
ま
ち

４
．
住
民
に
寄
り
添
い
、
力
を
合
わ

せ
て
、
み
ん
な
で
つ
く
る
ま
ち

４
つ
の
基
本
目
標
に
沿
っ
た

28
の
基
本
施
策

○
基
本
目
標
１

「
大
崎
上
島
を
愛
す
る
人
が
育
ち
・

集
ま
る
ま
ち
」

●
子
育
て
の
推
進

●
就
学
前
教
育
・
学
校
教
育
の
充
実

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

●
観
光
の
振
興

●
移
住
・
定
住
促
進
、
タ
ウ
ン
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン

○
基
本
目
標
２

「
元
気
に
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

し
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
」

●
健
康
づ
く
り
の
推
進

●
文
化
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進

●
生
涯
学
習
の
促
進

●
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
地
域
づ
く
り

●
高
齢
者
支
援
の
充
実

●
障
が
い
者
支
援
の
充
実

●
自
分
ら
し
く
生
き
る
地
域
づ
く
り

○
基
本
目
標
３

「
活
気
に
溢
れ
、
安
全
で
快
適
な
住

み
や
す
い
ま
ち
」

●
農
林
水
産
業
の
振
興

●
商
工
業
の
振
興

●
雇
用
の
創
出
・
就
業
環
境
の
整
備

●
総
合
的
な
土
地
利
用
の
推
進

●
快
適
で
持
続
可
能
な
居
住
環
境
の

整
備

●
循
環
型
社
会
の
推
進

●
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
の
整
備

●
情
報
・
通
信
の
充
実

●
防
災
対
策
の
推
進

●
防
犯
・
交
通
安
全
対
策
の
推
進

●
医
療
体
制
・
消
防
力
の
整
備

○
基
本
目
標
４

「
住
民
に
寄
り
添
い
、
力
を
合
わ
せ

て
、
み
ん
な
で
つ
く
る
ま
ち
」

●
住
民
参
画
の
推
進

●
Ｄ
Ｘ
の
推
進

●
情
報
発
信
の
充
実

●
行
財
政
運
営

●
他
自
治
体
と
の
連
携

４
つ
の
基
本
目
標
の
中
で
新
規
・

拡
充
で
特
色
あ
る
基
本
施
策
の
新
年

度
事
業
を
説
明
い
た
し
ま
す
。

◀

子
育
て
の
推
進

子
ど
も
医
療
費
に
係
る
交
通
費
助
成

事
業
で
は
、
医
療
費
の
助
成
に
加
え
、

新
た
に
町
外
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際

に
自
動
車
等
（
フ
ェ
リ
ー
代
等
）
の
交

通
費
を
助
成
し
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実

町
立
学
校
情
報
機
器
等
整
備
事
業
で

は
、
国
の
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
実
現
」
に
向
け
令
和
２
年
に
整
備
し

た
児
童
生
徒
１
人
１
台
の
Ｐ
Ｃ
端
末
を

更
新
し
ま
す
。

利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
の
整
備

自
動
運
航
型
客
船
・
貨
物
輸
送
サ
ー

ビ
ス
推
進
事
業
で
は
、
令
和
６
年
度
に

引
き
続
き
、
夜
間
・
早
朝
運
航
の
導
入

実
現
に
向
け
た
試
験
運
航
を
実
施
し
ま

す
。コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
で

は
、
お
と
姫
バ
ス
の
運
行
に
よ
り
、
町

内
交
通
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

医
療
体
制
・
消
防
力
の
整
備
の
整
備

消
防
・
防
災
設
備
機
材
等
整
備
費
で

は
、
大
規
模
災
害
を
想
定
し
、
備
蓄
倉

庫
の
新
設
と
既
設
倉
庫
へ
の
進
入
路
拡

幅
に
加
え
て
、
各
地
区
消
防
屯
所
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
セ
ッ
ト
を
設
置
し
ま
す
。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
地
域
づ
く
り

あ
ん
し
ん
見
守
り
事
業
で
は
、
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
等
の
洗
面
所
等
の
電
球

を
通
信
機
能
付
き
に
交
換
し
、
24
時
間

利
用
が
な
い
場
合
、
家
族
等
に
メ
ー
ル

で
通
知
、
依
頼
に
よ
り
委
託
業
者
が
訪

問
確
認
す
る
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
ま
す
。

「
観
光
の
振
興
」、「
移
住
・
定
住
促
進
」、

「
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」

広
島
駅
ビ
ル
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

で
は
、
Ｊ
Ｒ
広
島
駅
ビ
ル
正
面
で
新
た

に
展
開
さ
れ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

に
参
画
し
、
年
間
を
通
じ
て
大
崎
上
島

町
の
魅
力
と
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
・
販
売
を

し
ま
す
。

定
住
促
進
住
宅
建
設
事
業
で
は
、
交

流
人
口
、
関
係
人
口
の
拡
大
に
伴
い
移

住
定
住
の
受
け
皿
と
な
る
新
た
な
定
住

促
進
住
宅
を
整
備
し
ま
す
。
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令和７年度

まちの
予　算

問総務課　財政係 ☎ 65-3111

新年度予算は次の４つの基本方針を掲げ、予算編成を行いました。
１．限られた財源の中、「町民の声」に最大限応えていくため、財源創出の工夫により、

地域要望や住民ニーズに対応すること。
２．風通しの良い職場づくりに努め、様々なイノベーションを引き出しながら、積極的な

協議や事業を提案すること。
３．町民へのきめ細やかな情報発信に努め、町外へは魅力的な情報発信に取り組むこと。
４．SDGｓに視座を置き、「誰一人取り残さない」基本理念のもと、大崎上島町第３次長
期総合計画に掲げる施策に取り組むこと。

一般会計 81億9,896万円

地方債残高115億539万円
（当初の年度末見込）

基金残高 51億3,184万円
（当初の年度末見込・土地開発基金の土地は除く）

企業会計 5億4,357万円

特別会計 27億1,748万円
（円・％）

科　　　目 令和７年度 令和６年度 増減率
国民健康保険事業 8億7,213万 10億6,237万 △17.9
介護保険事業 14億9,691万 15億4,937万 △3.4
後期高齢者医療保険事業 2億900万 2億1,008万 △0.5
港湾管理 2,528万 2,501万 1.1
漁港管理 577万 493万 17.1
交通事業 1億303万 1億968万 △6.1
干拓地管理 536万 664万 △19.2

（円・％）
科　　　目 令和７年度 令和6年度 増減率
下水道事業 5億4,357万 6億440万 △10.1

※令和６年度から公共下水道事業特別会
計に農業集落排水事業が統合され、漁
業集落排水事業特別会計とともに、下
水道事業会計（企業会計）へ移行しま
した。

町税
11億598万
町税
11億598万

歳入
（円）

繰入金
10億6,829万
繰入金

10億6,829万

地方交付税
31億1,198万
地方交付税
31億1,198万

その他
2億8,431万
その他
2億8,431万

財産収入
3,346万
財産収入
3,346万

使用料・手数料
1億1,396万
使用料・手数料
1億1,396万

町債
10億9,190万

町債
10億9,190万

国庫・県支出金
11億1,703万
国庫・県支出金
11億1,703万

地方消費税交付金
1億8,606万
地方消費税交付金
1億8,606万

その他交付金4,283万
地方譲与税 4,316万

自
主
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源

総務費
17億613万
総務費
17億613万

民生費
15億2,195万
民生費

15億2,195万

衛生費
7億8,285万
衛生費

7億8,285万

労働費 1,500万労働費 1,500万

農林水産業費
2億8,115万
農林水産業費
2億8,115万

商工費
2億1,755万
商工費
2億1,755万

土木費
10億3,338万
土木費
10億3,338万

消防費
6億2,120万
消防費
6億2,120万

教育費
6億9,172万
教育費
6億9,172万

公債費
12億4,895万
公債費
12億4,895万

歳出
（円）

議会費 7,608万
予備費他 300万

（億）

100

60

20

0
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一般会計

特別会計など

103億1,425万円

11億9,114万円
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令和７年度の主な新規・継続事業　
■定住・企業誘致・PR促進
・定住促進住宅建設事業 ３億801万円
　交流人口、関係人口の拡大に伴い、移住定住の受け皿とな
る、新たな定住促進住宅を整備します。令和７年度は、設計
監理、用地取得、工事を行います。

・親子ワーケーション事業 82万円
　リモートワークが可能な職種を対象とし、親子で有意義に
大崎上島町で過ごしてもらえるよう、応募により地域での体
験メニューを実施します。島暮らしの良さを伝えるとともに、
交流人口、関係人口の増加と移住定住へのきっかけ作りに取
り組みます。

・医療及び福祉従事者就職支援金 316万円
　町内の医療及び福祉従事者人材確保のため、就職支援します。

・医療及び福祉従事者奨学金返還支援補助事業 18万円
　奨学金を利用して資格を取得し、町内の医療、福祉事業所
等に就職する方に対し、奨学金返済費用を支援します。

・介護資格及び資格更新支援金事業 60万円
　介護サービスを提供する上で必要な介護資格の取得や更新
を行った方に補助金を交付します。

・住宅新築改築助成事業 2,000万円
　町内業者により自己の居住する住宅の新築・改築工事をさ
れる方に助成金を交付しています。また、空き家活用のため
の改修工事等にも助成し、空き家対策にも取り組んでいます。

・ふるさと納税推進事業 2,780万円
　新たに、現地で宿泊やレジャー体験等のふるさと納税返礼
品を受け取ることができる、「現地決済型寄付」を導入し、本
町ならではの「体験メニュー」と連携した返礼品の開発によ
り、大崎上島の魅力PRと財源確保に取り組みます。

■離島交通・生活環境対策
・中野片浜地区流域調査・浸水対策業務 713万円
　大雨時における地域の家屋浸水被害を回避するため、流域
調査を実施し、浸水対策を行います。

・スズメバチ巣駆除費補助事業 50万円
　家屋等に作られたスズメバチの巣の駆除費用を一部補助
し、日常生活の安全、安心の確保に努めます。

・犯罪被害者等見舞金 41万円
　県内でも機運が高まる「犯罪被害者等への支援」について
本町でも取り組むため、犯罪被害に遭われた方や、家族、遺
族が少しでも平穏な生活を取り戻せるようお見舞金を支給し
ます。

・自動運航型旅客・貨物輸送サービス推進事業 1,208万円
　離島としての交通問題や生活支援等の課題に対し、様々な
可能性を探求し、より暮らしやすい大崎上島町を目指します。

・コミュニティバス運行事業 6,455万円
　おと姫バスの運行により、町内交通の充実に取り組んでい
ます。

■危機管理・防災対策
・消防・防災設備機材等整備費 2億4,661万円
　いつ起こるかわからない災害等に備え、大規模災害を想定
した備蓄品確保のための新たな備蓄倉庫のほか、既存倉庫へ
の進入路の拡幅等により、迅速な災害対応に努めます。また、
救急救命措置に対応できるよう、各地区消防屯所にＡＥＤセッ
トを設置します。

・避難の呼びかけ体制構築事業 58万円
　まちづくりの根幹となる連絡区等による、防災資機材の購
入等、避難の呼びかけ体制構築（自主防災組織）や実践を支
援し、災害に強いまちづくりを推進します。

・集会施設整備事業 5,144万円
　災害時の避難施設として位置付けられている集会所等へ、
停電時でも電源が確保できるよう太陽光発電設備の設置を進
めています。

■子育て・教育環境充実
・こども医療費に係る交通費助成事業 60万円（町外交通費助成）
　医療費の助成に加え、新たに、お子様の疾病等により町外医
療機関を受診する際に係る、自動車等の交通費を助成します。

・町立学校情報機器等整備事業 3,493万円
　国の「ＧＩＧＡスクール構想の実現」に向け、Ｒ２年に整備
した児童生徒１人１台のＰＣ端末を更新等により、引き続き教
育現場でのDX化を推進し、より良い教育環境構築を推進して
行きます。

・大崎上島幼稚園非常通報装置設置事業 57万円
　全国で幼稚園や保育園を狙った特異事件が増加している中
で、園児と保護者、職員の安全を守るため、警察へ直接つな
がる非常通報装置を設置します。

・母子保健事業費 928万円
　母と子の健康を守り、健やかな妊娠、出産、育児が行える
ようトータル的にサポートしていきます。

■地場産業発展・観光振興
・野賀海水浴場改修事業 7,843万円
　本町、有数の観光スポットである野賀海水浴場（木江地区）
周辺のさらなる魅力化を図るため、整備計画に基づき一体的
な改修を進めていきます。

・大串キャンプ場周辺施設管理運営費 2,600万円
　大串キャンプ場をより利用しやすい施設とする為、施設の
増設や修繕改修を行います。

・広島駅ビルプロモーション事業 165万円
　ＪＲ広島駅ビルで新たに展開される「Ｄｏｔｓ」事業に参
画し、年間を通して、島の魅力や特産品のＰＲを行い、人の
流れを呼び込みます。

・中小企業振興対策費 374万円
　中小企業に対する振興対策として創業支援、持続化支援を
行っています。

・大崎上島町就業者支援事業 696万円
　農業、漁業の担い手確保のため、新規就業者等の支援によ
り、地場産業の振興と発展につなげます。

■地域福祉対策・医療体制確保
・あんしん見守り事業 259万円
　一人暮らし高齢者等の見守りサービスを充実させ、住み慣
れた地域で、安心して暮らせる環境を支えます。

・骨髄ドナー助成金交付事業 14万円
　骨髄ドナーとなった際の経済的負担を軽減するため、通院
や入院に際しての助成を行います。

・予防接種健康被害調査事業 8万円
　予防接種法に基づく、予防接種によって惹き起こしたと考
えられる健康被害発生に際し、事例を医学的見地から調査し、
必要な助言を行えるよう町内医療の救済体制を円滑化に努め
ます。

・救急搬送患者等宿泊費補助事業 15万円
　町外の医療機関へ救急搬送され受診の後、フェリー終便後
の帰宅指示等のため、宿泊を余儀なくされた方に対し、宿泊
費を補助します。

・シルバー人材センター事業 1,451万円
　「いつまでも元気にいきいきと暮らせる大崎上島」を目指
し、高齢者の就業機会の創出、生活の充実、福祉の増進ため、
シルバー人材センターの運営を支援していきます。
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集合注射での料金
①狂犬病予防注射…2,550円
②注射済票交付手数料…550円
③新規登録手数料…3,000円
・狂犬病予防注射▶１頭につき3,100円（①+②）
・新規登録と注射▶１頭につき6,100円（①+②+③）
　また、かかりつけなどの動物病院で狂犬病予防注射を受けられた方は、「注射済票」の交付申請を行っ
てください。
　病院で発行された「狂犬病予防注射済証」をお持ちのうえ、大崎支所（環境衛生課環境衛生係）・本
庁（住民課窓口係）・木江支所（住民課木江窓口係）のいずれかで、手続きができます。交付申請には
手数料（550円）がかかります（予防注射料金は病院によって異なります）。

　狂犬病予防法では、生後 91日以上の犬の飼い主には、生涯１回の登録と狂犬病予防注射を毎年１回受け
させることが義務づけられています。
　大崎上島町では、毎年４月に公民館や集会所などを会場に、狂犬病予防集合注射を行っています。すで
に登録済の犬の飼い主の方には、事前にハガキでご案内します。当日はそのハガキを必ずお持ちください。
　なお、集合注射の会場では、新規登録、死亡届その他の変更届も受け付けます。

狂犬病予防集合注射のご案内
問環境衛生課　環境衛生係　☎ 64-3513

月　日 実施場所 時　間 地　区

４月16日㈬

明石会館 10：00～10：15

木江

沖浦漁港観光物産館前 10：20～10：30
上の谷会館 10：35～10：40
旧木江中学校前荷上場 10：45～10：50
木江保健福祉センター 11：00～11：05
本通り遊園地前 11：10～11：15
木江会館 11：20～11：30
末光商店横 11：35～11：40
岩白会館 11：45～11：50
外表集会所 13：00～13：05

東野

鮴崎港 13：10～13：15
垂水フェリー 13：20～13：35
役場本庁 13：40～13：50
矢弓老人集会所 13：55～14：00
下組会館 14：05～14：10

４月17日㈭

脇之浦会館 10：00～10：10 東野
東原下集会所 10：15～10：20

大崎

原下集会所 10：25～10：35
本郷集会所 10：40～10：50
西野公民館 10：55～11：10
大串老人集会所 11：15～11：30
瀬井集会所 11：35～11：40
長島集会所 13：00～13：05

大崎向山集会所 13：10～13：20
大西集会所 13：25～13：50
役場大崎支所 13：55～14：10
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糖尿病講演会

2
9

東
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
糖
尿
病
に
関
す
る
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
糖
尿
病
に
つ
い
て
正
し
く
知
ろ
う
〜

糖
尿
病
と
上
手
に
付
き
合
う
ヒ
ン
ト
を
お

伝
え
し
ま
す
〜
」
と
題
し
て
、
ひ
ろ
し
ま

Ｄ
Ｍ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
広
島
県
地
域
医
療

介
護
総
合
事
業
）
の
医
師
大
野
晴
也
先
生
、

医
師
岡
田
晃
先
生
、
看
護
師
佐
々
木
美
希

先
生
（
広
島
大
学
病
院
内
分
泌
科
・
糖
尿

病
内
科
）
よ
り
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
１
３
１
名
で
、
会
場
は
満
席

と
な
り
、
糖
尿
病
や
日
常
生
活
で
気
を
付

け
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
な
ど
分
か
り
や

す
く
お
話
し
い
た
だ
き
、
新
た
な
発
見
や

実
践
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
講
演
会
と
な

り
ま
し
た
。

読書体験記コンクール優良賞受賞

2
18

広
島
商
船
高
専
の
学
生
が
第
44
回

全
国
高
校
生
読
書
体
験
記
コ
ン

ク
ー
ル
で
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、公
益
財
団
法
人
一

ツ
橋
文
芸
教
育
振
興
会
が
主
催
し
、全
国
の

高
校
生
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。今
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、広
島

商
船
高
専
流
通
情
報
工
学
科
３
年
の
近
藤

瑚
々
さ
ん
が
、「
何
が
困
る
か
っ
て（
作

坂

木
司
）」と
い
う
本
に
つ
い
て
の
読
書
体
験

記
で
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。全
国
47
都

道
府
県
の
３
９
９
校
か
ら
６
０
，４
９
３
編

の
応
募
が
あ
っ
た
中
で
、39
名
の
優
良
賞
受

賞
者
の
う
ち
の
１
名
と
な
り
ま
し
た
。

近
藤
さ
ん
に
は
、
逸
見
校
長
を
通
じ
て

賞
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

2/15～16 賑わいを見せたすみれ祭り 今月の表紙

大
崎
上
島
町
産
業
文
化
祭
「
す
み
れ
祭

り
」
が
、
大
崎
小
学
校
周
辺
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

す
み
れ
祭
り
は
、
今
年
で
12
回
目
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
出
店
の
ほ
か
、
本
町

の
姉
妹
市
町
で
あ
る
庄
原
市
高
野
町
と

北
広
島
町
大
朝
の
皆
さ
ん
の
歓
迎
セ
レ
モ

ニ
ー
、
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
が
並
ぶ
農
産

物
品
評
会
、
商
工
業
品
の
販
売
、
文
化
作

品
の
展
示
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
餅
ま
き
な

ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

ま
た
、大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー
「
ホ
ー

ル
神
峰
」
で
は
、
出
演
者
た
ち
が
日
頃
の

努
力
や
練
習
の
成
果
を
披
露
し
、
活
気
に

満
ち
た
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

ふれあいおひなさま茶会

2
2

竹
原
大
崎
地
区
更
生
保
護
女
性
会

は
、「
ふ
れ
あ
い
お
ひ
な
さ
ま
茶
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
会
場
と
な
る
「
道
の
駅
た
け

は
ら
」
２
階
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
お
借

り
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ひ
な
人
形
を
展
示
。

ま
た
会
員
手
づ
く
り
の
品
に
よ
る
バ
ザ
ー

は
毎
年
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
大
好
評
の
う
ち
に
ほ
ぼ
完
売
い
た
し

ま
し
た
。

当
日
は
45
名
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

懐
か
し
い
お
顔
、
初
め
て
拝
見
す
る
方
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
来
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
お
休
み
し
て
い
て
昨
年

か
ら
再
開
し
た
、
抹
茶
・
干
菓
子
の
お
も

て
な
し
で
、
み
な
さ
ん
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し

て
い
か
れ
ま
し
た
。
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東野小学校が文部科学大臣から表彰

2
27

東
野
小
学
校
が
子
ど
も
の
生
活
習

慣
づ
く
り
に
関
す
る
活
動
で
文
部

科
学
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
、
町
長
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
は
、
運
動
・
食
事
・
休
養
・
睡
眠
な
ど

の
基
本
的
な
生
活
習
慣
が
大
切
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

東
野
小
学
校
は「
Ｈ
Ｅ
Ｓ
向
上
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」と
し
て
、専
門
講
師
に
よ
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
ス
ト
レ
ッ
チ
や
体
育
指
導
の
実
施
・

フ
ッ
素
洗
口
や
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
の
実

施
・
あ
い
さ
つ
名
人
表
彰
の
実
施
に
取
り
組

み
、子
ど
も
の
生
活
習
慣
づ
く
り
に
関
し
て

特
色
あ
る
優
れ
た
実
践
で
あ
り
、地
域
全
体

へ
の
普
及
効
果
が
高
い
と
認
め
ら
れ
て
、文

部
科
学
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

軽消防自動車寄贈

2
27

日
本
損
害
保
険
協
会
か
ら
大
崎
上

島
町
消
防
団
へ
軽
消
防
自
動
車
が

寄
贈
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
寄
贈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
日
本
損
害
保
険
協
会
が
、

離
島
に
お
け
る
消
防
設
備
の
整
備
強
化
を

目
的
と
し
て
消
防
資
機
材
を
寄
贈
し
て
い

る
も
の
で
、
今
年
度
は
、
大
崎
上
島
町
消

防
団
に
対
し
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
軽
消

防
自
動
車
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
寄
贈
式

当
日
は
、
消
防
団
員
や
関
係
者
が
出
席
し
、

日
本
損
害
保
険
協
会
伊
豆
原
常
務
理
事
か

ら
町
長
へ
、
寄
贈
目
録
及
び
レ
プ
リ
カ
キ
ー

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
寄
贈
車
両
は

今
後
、
生
野
島
へ
配
備
さ
れ
、
地
域
の
消

防
活
動
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

エンジョイ健康セミナー

2
28

令
和
６
年
度
エ
ン
ジ
ョ
イ
健
康
セ

ミ
ナ
ー
（
全
14
回
の
最
終
回
）
及

び
修
了
式
が
東
野
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
谷
川
町
長
よ
り
参
加
者
８
名
に
修

了
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

約
半
年
間
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
に
合
っ
た
方
法
で
、
生
活

習
慣
の
改
善
に
取
り
組
ま
れ
た
結
果
、
減

量
や
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
、
生
活
習
慣
や
血

液
検
査
結
果
の
改
善
な
ど
の
成
果
が
見
ら

れ
、「
身
体
と
向
き
合
う
時
間
に
な
っ
た
」

「
前
向
き
に
な
っ
た
」
な
ど
、
参
加
者
の
精

神
面
へ
の
効
果
も
あ
り
、
実
り
の
あ
る
セ

ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
町
長
よ
り
終
了
証

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

広島商船高専による広島叡智学園卒業クルーズ

2
25

広
島
商
船
高
等
専
門
学
校
の
練
習

船
広
島
丸
に
よ
る
広
島
叡
智
学
園

卒
業
ク
ル
ー
ズ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
卒
業
ク
ル
ー
ズ
は
、
広
島
叡
智
学

園
が
今
年
度
初
め
て
卒
業
生
を
輩
出
す
る

こ
と
を
記
念
し
、
同
校
か
ら
の
依
頼
に
よ

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
・
保
護
者
・

島
親
の
皆
様
46
名
の
方
が
広
島
丸
に
乗
船

し
、
大
崎
上
島
を
海
か
ら
見
る
ク
ル
ー
ズ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

参
加
者
は
広
島
丸
が
大
串
海
岸
へ
近
づ

く
と
歓
声
を
上
げ
、
６
年
間
過
ご
し
た
学

び
舎
を
海
か
ら
見
て
思
い
を
馳
せ
て
い
ま

し
た
。
こ
こ
大
崎
上
島
か
ら
世
界
へ
進
学

す
る
仲
間
と
と
も
に
、
心
に
残
る
航
海
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。
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新規採用職員の紹介

上
村

ま
な
み

一
月
に
企
画
課
に
配
属
さ
れ
町
の
Ｄ
Ｘ

推
進
を
担
当
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
、精
一
杯
が
ん
ば
る
所
存
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

田
口

奈
美

生
徒
一
人
一
人
に
寄
り
添
い
、
安
心
し

て
生
活
し
な
が
ら
挑
戦
で
き
る
環
境
を
整

え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

外国人介護人材の受け入れ支援に向けた協定

3
6

（
一
社
）
国
際
人
材
生
活
支
援
機

構
と
外
国
人
介
護
人
材
の
受
け
入

れ
支
援
に
向
け
た
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

大
崎
上
島
町
と
（
一
社
）
国
際
人
材
生

活
支
援
機
構
は
、
相
互
に
連
携
・
協
力
関

係
を
深
め
、
大
崎
上
島
町
内
の
外
国
人
介

護
人
材
受
け
入
れ
事
業
者
に
対
し
、
受
け

入
れ
体
制
の
質
的
向
上
等
の
支
援
を
目
的

に
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

同
機
構
は
、
即
戦
力
と
な
る
外
国
人
材

の
直
接
雇
用
へ
の
道
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

本
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
相
互
に
情
報

及
び
意
見
の
交
換
に
努
め
、
外
国
人
介
護

人
材
受
け
入
れ
体
制
の
協
力
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
で
介
護
人
材
の
確
保
及
び
育
成

支
援
を
目
指
し
ま
す
。

大崎上島町高度無線環境整備推進事業　事後評価へのご協力をお願いします

高
度
無
線
環
境
整

備
推
進
事
業
は
、
電

波
の
公
平
か
つ
能
率

的
な
利
用
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
５
Ｇ

や
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
に
よ
る

地
域
活
性
化
や
地
域

の
課
題
解
決
を
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
地
方
公
共
団

体
等
に
よ
る
高
速
・

大
容
量
無
線
通
信
の

前
提
と
な
る
伝
送
路

設
備
等
を
整
備
す
る

場
合
に
、
そ
の
整
備

費
の
一
部
を
総
務
省

が
補
助
し
て
実
施
す

る
事
業
で
す
。

大
崎
上
島
町
で
は
、
町
内
全
域
の
無
線
環
境
整
備
を
目
的
と
し
て
令
和
３

年
度
か
ら
令
和
４
年
度
に
か
け
て
無
線
シ
ス
テ
ム
普
及
支
援
事
業
費
等
補
助

金
を
活
用
し
て
高
度
無
線
環
境
整

備
推
進
事
業
を
実
施
し
、
老
朽
化

し
た
設
備
を
更
新
し
ま
し
た
。

補
助
事
業
の
効
果
測
定
の
参
考

と
す
る
た
め
、
家
庭
用
Ｗ
ｉ

－

Ｆ

ｉ
普
及
率
な
ど
に
関
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
下

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
の
ご
回
答
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
企
画
課

Ｄ
Ｘ
推
進
係

☎
65
‐
３
１
１
２

上村　まなみ
（企画課　課長補佐）

県から派遣

田口　奈美
（地域おこし協力隊）
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●
卒
業
式

３
月
１
日
に
大
崎
海
星
高
校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
、23
名
の
卒
業
生
が
巣

立
っ
て
い
き
ま
し
た
。式
で
は
、卒
業
生
一
人
一
人
が
壇
上
で
卒
業
証
書
を
受
け

取
り
、３
年
間
の
思
い
出
や
感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に
、新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。在
校
生
か
ら
の
送
辞
で
は
、先
輩
へ
の
感

謝
と
憧
れ
が
込
め
ら
れ
、卒
業
生
の
答
辞
に
は
、こ

の
島
で
過
ご
し
た
日
々
へ
の
思
い
が
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
島
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、
こ
れ
か

ら
さ
ら
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
ま
た
こ
の
島
で
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！

●
成
果
発
表
会

３
月
５
日
に
生
徒
活
動
成
果
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
で
は
、

６
組
、
合
計
12
名
の
生
徒
た
ち
が
挑
戦
し
た
経
験
を
振
り
返
り
、
そ
の
学
び
を

共
有
し
ま
し
た
。「
食
品
開
発
」「
留
学
」「
ソ
ロ
キ
ャ

ン
プ
」
な
ど
、
そ
の
活
動
は
地
域
内
外
を
問
わ
ず
、

多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。
ど
の
発
表
か
ら
も
、
挑

戦
を
通
じ
て
得
た
学
び
や
、
新
た
な
目
標
に
向
か

う
力
強
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
発
表
を
聞
い

た
生
徒
か
ら
は
、「
こ
ん
な
に
活
動
し
て
い
て
す

ご
い
」「
自
分
も
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
」

と
い
っ
た
感
想
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
こ
と
に
挑
戦
し
、
生
徒
た

ち
が
成
長
し
て
い
く
の
が
楽
し
み
で
す
。

このコーナーではALTの活動やそれぞれの国の文化などを記事にして紹介しています。そこで、読者の皆様からALTに記事に
してもらいたいことや聞いてみたいことを募集します。応募は学校教育課（☎64-2074）または、左のQRコードを読み取ってく
ださい。

Hello everyone! I thought I would tell you about my favourite sport, surfing. Bucking the trend of international 
sport, surfing has its roots in ancient Polynesian culture where it was a spiritual practice. In Hawaii, he`e nalu or 

happily surf together, which disgusted missionaries, so it was banned in the 19th century. However, the sport 
made a comeback during the 20th century, when this form of ‘walking on 

size of our waves, that surfing is popular - I started surfing with my 
classmates around the age of 7. Whenever I go surfing, I feel a deep sense 

fun and social activity, and I hope someday you get to try it out.

　皆さんこんにちは！私の好きなスポーツ、サーフィンについてお話ししたい
と思います。国際スポーツの流れに逆らって、サーフィンは古代ポリネシア文
化に根ざしており、精神的な実践でした。ハワイでは、「ヘッエナル」（波滑り）は上流階級にとって重要な娯楽であり、
彼らの地位に結びついていました。男女は一緒にサーフィンを楽しんでいましたが、宣教師たちはそれを嫌悪し、19
世紀に禁止されました。しかし、20世紀にはこの「水の上を歩く」形態がカリフォルニアやオーストラリアで流行し、
スポーツとして復活しました。私の実家（北コーンウォール）はオーストラリアと密接な関係があり、波の大きさを考
えるとサーフィンが人気なのは自然なことです。私は7歳頃にクラスメートと一緒にサーフィンを始めました。サーフィ
ンに行くと、深い幸福感と平和を感じます（波があまり恐ろしいものでなければ！）。これは楽しく社交的な活動であり、
いつか皆さんも試してみてほしいと思っています。

A Spiritual Sport
精神的なスポーツ トリフィ・トリフィ・

アクスワーティアクスワーティ文・訳　文・訳　
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教
育
委
員
の
活
動
報
告

●
令
和
７
年
第
２
回
大
崎
上
島
町
教
育
委
員
会

定
例
会
議

２
月
28
日
㈮

15
時
〜

１
議

事

日
程
第
１

報
告
第
１
号

町
議
会
２
月
定
例
会
に
お
け
る
令
和
６
年
度

補
正
予
算
に
つ
い
て

日
程
第
２

報
告
第
２
号

町
議
会
２
月
定
例
会
に
お
け
る
令
和
７
年
度

当
初
予
算
に
つ
い
て

日
程
第
３

報
告
第
３
号

町
議
会
２
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
に

つ
い
て

２
そ
の
他

活
動
・
行
事
予
定

３
月
２
日
㈰

13
時
〜

　
　

第
35
回
け
ん
み
ん
文
化
祭

尾
三
地
区
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

３
月
７
日
㈮

９
時
30
分
〜

　
　

大
崎
上
島
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

３
月
中
旬

　
　

第
１
回
臨
時
教
育
委
員
会
議

３
月
16
日
㈰

　
　

第
44
回
大
崎
上
島
駅
伝

３
月
18
日
㈫

９
時
30
分
〜

　
　

大
崎
上
島
幼
稚
園
卒
園
式

３
月
19
日
㈬

９
時
30
分
〜

　
　

東
野
小
・
大
崎
小
・
木
江
小
学
校

卒
業
証
書
授
与
式

３
月
28
日
㈮

15
時
〜

　
　

３
月
定
例
会
議

問
学
校
教
育
課

総
務
学
校
教
育
係

　
　

☎
64
‐
２
０
７
４

令和７年度大崎上島町教育推進プラン

成大崎上島町の将来を担う大崎上島町の将来を担う 成　たくましく生きぬく子供の育成たくましく生きぬく子供の育成
～ふるさと大崎上島を愛する子供を育てる～～～ふるさと大崎上島を愛する子供を育てるふるさと大崎上島を愛する子供を育てる～～ふ さと大崎上ふるさと大崎上ふるさと大崎上ふるさと大崎上ふるさと大崎上ふるさと大崎上ふるさと大崎上上

１．大崎上島町教育ビジョン
　大崎上島町の将来を担う子どもたちの人間力を育成するた
めに、大崎上島町の自然・歴史・伝統文化・産業・暮らしを
探究する「大崎上島学」を基盤に、中・長期的な視点をもって、
特色ある教育を推進します。

２．大崎上島町教育の充実に向けて
１）「大崎上島学」の推進
　「大崎上島学」とは、大崎上島の自然・歴史・伝統文化・
産業や暮らしの学習を通して、ふるさとへの愛着を持ち自ら
を見つめ直し、自分の生き方を考えることをねらいとしてい
ます。また、地域の人材やネットワークとの強い絆を作り、
相互連携して地域の発展に貢献する態度を育てます。
２）確かな学力の育成
　広島県が推進する「広島版『学びの変革』アクション・プ
ラン」に基づき、「課題発見・解決学習」等の実践を基盤に、「主
体的・対話的で深い学び」を促す教育を推進します。
　「大崎上島学」の推進を軸に、探究的に学ぶ力の育成に取
り組みます。

●小中連携を推進
　小学校と中学校の教職員が、児童生徒の目指す姿を共有し、
９年間を見越して系統的で効果的な指導を行うことにより、
協働して資質・能力の育成を図ります。
● ICT を効果的に活用した授業づくりの推進
・ 一人一台端末を効果的に活用し、個別最適な学びと協働的
な学びの一体的な充実を図ります。

・ コンピュータに意図した処理を行うように指示することが
できることを体験させながら、「プログラミング的思考」
等を育成していきます。

●キャリア教育の育成
　「社会に開かれた教育課程」の視点を踏まえ、今の自分た
ちの教科の学びが社会の発展とつながっていることを児童生
徒が実感できるよう、地域、産業界等と連携・協力した取組
を充実させます。
●「個別最適な学び」の推進
・ 児童生徒一人一人の学習進度や能力、関心に応じた、学習
形態、学習方法、学習内容などを工夫し、「個に応じた指導」
の充実を図ります。

・ 様々な特性をもった児童生徒に対応するため、特別支援学
級の指導の充実を図るとともに、学校全体で特別支援教育
の考え方を生かした授業改善を推進します。

●外国語教育の充実
コミュニケーションツールとしての英語の習得を目指し、

幼小中英語教育活動推進プログラムを推進するとともに、Ａ
ＬＴを積極的に活用し、指導内容を拡充強化していきます。
３）幼小中連携プロジェクトの推進
　幼稚園・小学校・中学校が縦横に連携することで、各校種
の教育活動や発達段階の特徴を互いに理解し、系統的な取組
を推進します。また、各校が連携し合同で行事等を行うこと
で、少人数できめ細かい指導から大人数で行う活動まで多様
な取組を展開していきます。
４）保護者・地域と連携した学校づくりの推進
・ 校長を中心とした学校経営体制により、組織的で機能的な
学校運営を推進します。

・ 研修等の充実により、教職員の資質を向上します。
・ 町内全小・中学校でコミュニティ・スクール（学校運営協
議会を設置した学校）を実施することにより、地域と協働
した学校づくりを推進します。

・ 安心・安全な学校づくりを推進します。
・ 学校の様子等について、情報発信を推進します。

大
崎
上
島
の
子
供
は

大
崎
上
島
で
育
て
る

学
校・家
庭・地
域
や

　
　関
係
機
関
と
の
連
携

大崎上島の将来を担う たくましく生きぬく子供の育成 

主体的に行動する力主体的に行動する力

積極的に挑戦する力積極的に挑戦する力

粘り強く取り組む力粘り強く取り組む力

郷土を愛する力郷土を愛する力

多様な他者を認め
協働する力

多様な他者を認め
協働する力

自らの考えをもち
表現する力

自らの考えをもち
表現する力

ルールやマナーを守り
誠実に行動する力
ルールやマナーを守り
誠実に行動する力

就学前教育の充実

外国語教育の充実

確かな学力の育成

健やかな体の育成

豊かな心の育成

幼小中連携プロジェクトの推進

「大崎上島学」の推進
（島の自然・歴史・文化・暮らしを学び、生きる力を育成）

「広島版『学びの変革』アクション・プラン」の推進
「課題発見・解決学習」等を基盤に「主体的・対話的で深い学び」を促す
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問健康福祉課　健康予防係 ☎62-0330（保健師・栄養士直通）

【 県立安芸津病院より 】
屋外で運動して骨粗鬆症を予防

～合理的配慮とは？～
　合理的配慮とは、障害のある人が他の人と平等に社会参加
できるようにするために、個々の状況に応じて必要な調整や
変更を行うことです。2016年に施行された「障害者差別解消
法」に基づいており、行政機関や企業、教育機関などが障害
のある人の権利を保障するために行うべき対応です。
　2024年４月から、民間企業も合理的配慮の提供が義務化さ
れました。合理的配慮は「特別扱い」ではなく、すべての人
が公平に生活し、働けるようにするための大切な考え方です。

～休日くらぶ～
日　　時 ４月13日㈰
時　　間 13時～15時
場　　所 サポートおおさき内

第２ふれあい工房
参 加 費 100円
締 切 日 ４月11日㈮
　お花見ハイキングやティータイム
をいっしょに楽しみましょう！

問大崎上島町生活サポートセンター
I らんど
☎64-4416 転送することもありますが（そのままお待ちください　）　Fax：67-5118
E-mail：hureai-iland@osakifukushikai.jp

※相談は無料で、秘密は固く守られます。

骨粗鬆症の予防にはカルシウムの摂取だけでは
なくビタミンDが必要と言われています。現代の日
本人の多くは慢性的に不足していると言われており、
厚生労働省の発表では、成人1日のビタミンDの摂取
目安量として、最低5.5μg、上限50μgを推奨してい
ます。
　ビタミンD欠乏は世界的に問題となっており、日本
でも最近では、乳幼児・妊婦・若年女性・高齢者な
どを中心にビタミンD不足が指摘されてきています。
　ビタミンDの必要量の大部分は日光紫外線照射によ
る体内での生成に依存していると考えられていますが、
紫外線は有害であるとの考え方が浸透したのも、ビタ
ミンD不足の一因と考えられます。特に女性において
は、美容上の観点から、日光を避ける傾向にあると思
われます。
　ビタミンDには、骨の生育に必須な血中のカルシ
ウム濃度を高める作用のほかに、免疫作用の向上や
さまざまな病気の予防効果があることが判っていま
す。ビタミンDが不足すると、骨へのカルシウム沈着
障害が発生し、くる病、骨軟化症、骨粗鬆症などの病
気が引き起こされるほか、高血圧、結核、癌、歯周病、
多発性硬化症、冬季うつ病、抹消動脈疾患、自己免疫
疾患などへの罹患率が上昇する可能性があります。
　ビタミンDは、魚やキノコなどの食物に比較的多く
含まれているほか、太陽の紫外線を浴びることで皮膚
の中で生成することもできるので、屋外での活動も
重要です。

　春先になると、くしゃみ、
鼻水、目のかゆみなど、花
粉症の症状に悩まされる人
も多いですよね。花粉症は
不快なだけでなく、頭痛や
強いだるさ、睡眠の質の低
下、仕事や勉強の効率が落
ちるなど、日常生活への影
響もあります。花粉症の症状を軽減するために、普
段の生活のなかでできる次のようなセルフケアを心
がけてみましょう。

◎花粉症対策
１）花粉を避ける
・顔にフィットするマスク、メガネを装着。
・ 花粉飛散の多い時間帯（昼前後と夕方）の外出
を避ける。
＊花粉は昼前後と夕方に多く飛散します

・ 外出を避けるため、テレワークの活用を検討す
る。

２）花粉を室内に持ち込まない
・ 花粉が付きにくく露出の少ない服装を心がける。
・ 手洗い、うがい、洗顔、洗髪で花粉を落とす。
・ 換気方法を工夫する。
・ 洗濯物や布団の外干しを控える。

　これらのことを意識しながら花粉症対策や医師の
診察とセルフケアの両方を活用しながら、自分に
合った対策を取るようにしましょう。セルフケアを
行っても症状が改善しない場合は、耳鼻咽喉科、眼
科、アレルギー科などに相談しましょう。

参考：　日本成人病予防協会、環境省 文：リハビリテーション科　理学療法士　金井　淳
問県立安芸津病院　☎0846-45-0055

【こんにちは、保健師です】
花粉症には早めの対策を‼

I らんどは、大崎上島町の委託障がい者相談支援事業所で
す。障がいのある方・障がいのために生活のしづらさを抱
えている方・そのご家族や地域の方からの相談に応じてい
ます。
　新年度になりました。Ｉらんど職員３名も心機一転、色々
な事に取り組んでいきたいと思っております。どうぞよろ
しくお願い致します。



human rights

人権の視点
perspective

人権の視点に関する皆さんからの感想を募集しています。
【応募方法】 住所、氏名（匿名可）、連絡先を記入し、住民課 住民人権対策係または各支

所窓口係までお持ちいただくか、郵便、FAX、メールなどでお送りください。
●郵　便：〒 725-0231　大崎上島町東野 6625-1　住民課　住民人権対策係
●ＦＡＸ：65-3198　●Mail：jumin01@town.osakikamijima.lg.jp

感想募集

13│ 広報大崎上島 2025.04

vol. 256

問人権相談総合窓口　住民課　住民人権対策係　☎ 65-3113

人権について考えてみよう

災
害
が
発
生
し
た
と
き
こ
そ
、
一
人
一
人
に

配
慮
す
る
こ
と
が
大
切
で
す

災
害
は
、
多
く
の
人
た
ち
の
命
を
危
険
に

さ
ら
し
、
被
災
者
の
生
活
や
働
く
場
を
奪
う

な
ど
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
ま

た
、
物
理
的
な
被
害
だ
け
で
は
な
く
、
被
災

者
に
対
す
る
人
権
侵
害
も
各
地
で
発
生
し
て

い
ま
す
。

令
和
６
年
１
月
１
日
に
起
こ
っ
た
能
登
半

島
地
震
で
は
、
地
震
と
津
波
に
よ
る
甚
大
な

被
害
が
も
た
ら
さ
れ
た
他
、
避
難
所
な
ど
で

は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
の
他
、
女
性
や

高
齢
者
な
ど
へ
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
こ
と

が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

不
確
か
な
情
報
に
基
づ
い
て
他
人
を
不
当

に
取
り
扱
っ
た
り
、
偏
見
や
差
別
を
助
長
す

る
よ
う
な
情
報
を
発
信
す
る
な
ど
の
行
為
は
、

重
大
な
人
権
侵
害
に
な
り
得
る
だ
け
で
な
く
、

避
難
や
復
興
の
妨
げ
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か
予

想
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
誰
も
が
被
災
者
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

一
人
一
人
が
被
災
さ
れ
た
人
た
ち
の
状
況

を
理
解
し
、
正
し
い

情
報
と
思
い
や
り
を

持
っ
て
、
人
権
に
配

慮
し
な
が
ら
支
援
し

て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

◆
様
々
な
人
権
問
題
の
電
話
に
よ
る
相
談

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

◆
セ
ク
ハ
ラ
・
家
庭
内
暴
力
な
ど
女
性
の
人

権
問
題

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

◆
様
々
な
人
権
問
題
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
相
談

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
人
権
相
談

＊
法
務
省
開
設
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

人
権
相
談
窓
口
へ

◆
い
じ
め
・
虐
待
な
ど
子
ど
も
の
人
権
問
題

こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

◆
こ
ど
も
の
人
権
問
題（
手
紙
に
よ
る
相
談
）

こ
ど
も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー

＊
こ
ど
も
人
権
１
１
０
番
に
電
話
を
す

れ
ば
、
ミ
ニ
レ
タ
ー
が
送
ら
れ
て
き

ま
す
。
お
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

寄
せ
植
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た

先
月
号
で
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
「
人

権
の
花
教
室
」
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
人
権
の
花
教
室
を
受
け

た
木
江
小
学
校
の
児
童

か
ら
お
礼
の
寄
せ
植
え

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

審
議
会
か
ら
答
申
が
あ
り
ま
し
た

大
崎
上
島
町
男
女
共
同
参
画
審
議
会
で

は
、令
和
６
年
８
月
１
日
、町
長
か
ら
「
大

崎
上
島
町
第
３
次
男
女
共
同
参
画
推
進
計

画
」
の
策
定
に
つ
い
て
諮
問
を
受
け
、
こ

れ
ま
で
３
回
会
議
を
開
催
し
慎
重
に
審
議

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
答
申

書
と
し
て
ま
と
め
、
令
和
７
年
３
月
24
日

㈪
、同
審
議
会
関
藤
会
長
か
ら
町
長
に
「
答

申
」
し
ま
し
た
。

男女共同参画審議会関藤会長
（写真右）が谷川町長に答申書
を提出



大崎海星高校

魅力化
プロジェクト

Instagram☞Facebook☞

皆さんからの投稿を募集しています。
【 応募方法 】住所、氏名（ペンネーム）、連絡先を記入し、企画課 企画調整係または
各支所窓口係までお持ちいただくか、郵便、FAX、メールなどでお送りください。
郵便：〒 725-0231　大崎上島町東野 6625-1　企画課　企画調整係
FAX：65‒3198　Mail：kikaku01@town.osakikamijima.lg.jp

投　稿
大募集
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南
風
俳
句
会

紅こ
う
は
く白

の
梅う

め

も
言こ

と

祝ほ

ぐ
白は

く
じ
ゅ寿

か
な

横
本
三
四
郎

枝え
だ
え
だ々

の
無む

数す
う

の
精せ

い

気き

梅う
め

ふ
ふ
む

植
田
と
も
子

待ま

つ
こ
と
の
楽た

の

し
さ
秘ひ

め
し
木き

の
芽め

ど
き

中
崎

裕
子

大
崎
海
星
高
校
の
２
年
生
４
名
が
、

「
大
崎
上
島
で
起
こ
っ
た
ら
面
白
い

こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
生
産
者
と
消

費
者
の
視
点
の
違
い
に
着
目
し
、
生

産
者
と
消
費
者
が
同
席
す
る
「〝
美

味
し
い
〞
を
発
掘
す
る
会
」
を
企
画

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
両
者
の
視
点

を
融
合
す
る
こ
と
で
、
地
元
食
材
を

活
か
し
た「
塩
レ
モ
ン
チ
ャ
ー
ハ
ン
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
の
新
メ
ニ
ュ
ー
は
、
大
崎
小
学

校
、
大
崎
上
島
中
学
校
、
広
島
県
立

三
原
特
別
支
援
学
校
大
崎
分
教
室
の

給
食
に
採
用
。
高
校
生
た
ち
は
動
画

を
作
成
し
、
メ
ニ
ュ
ー
誕
生
の
背
景

や
想
い
を
伝
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

小
学
校
を
訪
問
し
、「
レ
モ
ン

の
味
が
お
い
し
い
！
」
な
ど
の

感
想
を
も
ら
い
、
家
庭
で
も
楽

し
め
る
よ
う
レ
シ
ピ
も
配
布
し

ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
の
中
本
大
雅
さ
ん

は
、「
大
人
の
皆
さ
ん
と
対
話

を
重
ね
る
中
で
、
自
分
た
ち
に

な
い
視
点
や
考
え
方
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
、
充
実
し
た
表
情

で
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
通
じ
て
、
高
校
生
た

ち
は
価
値
観
や
相
手
意
識
の
違
い
を

知
り
、
受
け
入
れ
な
が
ら
前
へ
進
む

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
大
崎
上
島

町
は
、
生
産
者
と
消
費
者
が
近
い
か

ら
こ
そ
、
新
鮮
な
食
材
を
身
近
に
感

じ
、
お
互
い
の
想
い
を
直
接
共
有
で

き
る
場
面
が
多
く
あ
り
ま
す
。
地
域

の
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
！

問
生
涯
学
習
課

学
び
の
島
係

☎
64
‐
２
０
７
４

高
校
生
が
繋
い
だ

「
塩
レ
モ
ン
チ
ャ
ー
ハ
ン
」

小
・
中
学
校
の
給
食
に
登
場
！

＃島の青春FES
＃大崎海星高校
＃広島商船高専

＃大崎上島町産業文化祭
＃すみれ祭り
＃ビンゴゲーム
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　旧西野小学校平和神社下に地
蔵様が２尊と樹木に包み込まれた
石碑が祀られています。石碑の字
は判明しがたく、墓とか願に似た
字が読み取れますが、建立された
意図や由緒が今となっては不明で
す、ご存じの方はご教授ください。
　吉枝の塞

さい

の
の

神
かみ

は沖浦広域道
路と原田・原下バイパスの交差
したところから原田側に約50ｍの側壁に地蔵尊
の塞の神が中野と原田の境に祀られています。
　塞の神は、古より牛馬守護の神、豊穣の神としては
もとより、禊

みそぎ

、魔除け、厄
やく

除
よ け

け、道中安全の神として信
仰されています。日本の民間信仰において、疫病・災害
などをもたらす悪神・悪霊が聚落に入るのを防ぐとされる神であります。
　塞の神は別

く な ど の

名岐の神
かみ

ともいわれ、「来な処」すなわち「きてはならな
い所」の意味もあり、道の分岐点、峠、あるいは村境などで、外からの外
敵や悪霊の侵入をふせぐ神ともいわれ、防ぐとの意味で、障

さえ

の神、塞
さい

の
神、「塞

ひさ

ぐ
ぐ

と発音が同じ寿ぐ」の意味から転じて幸の神、生殖の神、縁結
びの神、手向けの神の意味を併せ道祖神の原型の１つとされています。
　神話では、「日本書紀」や「古

こ ご

語拾
しゅう

遺
い

」では猿
さる

田
た

彦
ひこ

神と同神としていま
す。なお、道祖神は道教から由来した庚申信仰と習合して青

しょう

面
めん

金
こんごう

剛が
置かれ、「かのえさる」を転じて神道の猿田彦神とも習合しました。さら
に、同祖神は仏教とも習合しており、祇園精舎と薬師如来の守り神で
あった山王神（仏教的には大

だい

威
い

徳
とく

明
みょう

王
おう

）が、庚申の日に生まれたことか
ら、庚申講や庚申塚などの風習が奈良時代までは大流行しています。

No.37
原
田
平
和
神
社
下
地
蔵
尊
・
吉
枝
塞
の
神

（
提
供
：
大
崎
上
島
町
地
域
協
議
会
）

島
の
神
仏
め
ぐ
り

納付のお知らせ
軽自動車税（全期）

納期限は４月30日㈬です
納付書での納付  
　納期限までに納付してください。
口座振替での納付  
　４月30日㈬に振り替えます。

※残高の確認をお願いします。
納期限までに納付確認できない場合は、
督促状を発送します。納期限を必ず守
りましょう。

問税務課　税務係　☎65-3114　

こころのライン相談＠広島県SNS
相談

１７時～２２時 火・木・土・日開設
期間

最新情報は
広島県の
ホームページで
御確認ください。

時期により、開設日時が
変更する可能性があります。登録は

こちらから

相談無料 匿名可 予約不要

広島県から事業を委託した法人の公認心理師、臨床心理士、精神保健福祉士
等が対応します。対象者は、広島県内に在住か通勤通学をされている方です。

平和神社下地蔵

吉枝塞の神



問総務課　庶務係　☎65-3111
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町長コラム 大崎上島に新しい春が来た

　さくらの開花を迎え、一気に春爛漫の季節となり、町政におきましても令和７年度の開花を迎えました。
　今年度は大崎上島町第３次長期総合計画の初年度にあたります。新計画に基づく円滑な事業展開を図るため、
４月からの町政執行体制を拡充強化しました。
　第１は、超高齢社会に対応すべく福祉分野と医療分野を一体的に運営するため、福祉課と保健衛生課の保健
部門をまとめて、「健康福祉課」とし、認知症対策をはじめ地域包括ケアシステムの構築を図ります。
　第２は、公衆衛生対策の推進に対応すべく、下水道課に保健衛生課から環境衛生部門を移管し、新たに「環
境衛生課」とし、脱炭素（カーボンニュートラル）などの循環型社会の構築など、環境衛生全般の推進を図り
ます。
　第３は、教育の島構想をさらに年代を越えた「学びの島構想」へと進化させるため、教育委員会に「生涯学
習課・学びの島係」を新設し、大崎上島学をはじめ一体的な学習プログラムの構築を図ります。

　３月末のNHK総合テレビ「放送１００年特集」で懐かしの「ひょっこりひょうたん島」の歌が流れていました。
　「・・・・ひょうたん島はどこへ行く、僕らを乗せてどこへ行く～～まるい地球の水平線に何かがきっと待っ
ている～う、僕らはくじけない泣くのは嫌だ笑っちゃおう～進め～ひょっこりひょうたん島～～・・・・」に
あやかって『一笑懸命』一つ一つできることから始めます。

こんにちは　認知症地域支援推進員です

問健康福祉課　保険係　☎62-0301

　大崎上島町では、毎年、地域から推薦のあったいきいき百歳体操に参加されている90歳以上の方へ、「いき
いき賞」の贈呈を行っています。今年度は、38名の推薦があり、その内、今年度中に90歳になる方13名へ贈
呈式のご案内を行い６名の方にご出席いただきました。なお、91歳以上の受賞者の方は、地域のいきいき百
歳体操の会で贈呈していただきました。これからも受賞記録の更新をしていただきたいと思います。

共に生き、共に歩もう
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募
集

自
衛
官
等
募
集（
４
月
）

自
衛
官
候
補
生

●
受
験
資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

（
32
歳
の
者
は
、
採
用
予
定
月

の
末
日
現
在
33
歳
に
達
し
て

な
い
者
）

●
受
付
期
間

５
月
15
日
㈭
ま
で

●
試
験
日

筆
記
試
験
（
Ｗ
ｅ
ｂ
試
験
）

５
月
17
日
㈯
又
は

18
日
㈰
の
希
望
日

●
身
体
検
査
・
口
述
試
験

６
月
15
日
㈰
か
ら

18
日
㈬
の
希
望
日

問
自
衛
隊
広
島
地
方
協
力
本
部

尾
道
出
張
所

尾
道
市
東
御
所
町
９
―
１
尾
道

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
ビ
ル
３
階

☎
０
８
４
８
‐
22
‐
６
９
４
２

講
習
・
講
演
会

令
和
７
年
度
普
通
救
命
講
習

年
間
計
画
の
お
知
ら
せ

大
崎
上
島
消
防
署
で
は
、
心
肺

蘇
生
法
や
ケ
ガ
の
応
急
手
当
な
ど

の
講
習
の
年
間
計
画
を
定
め
ま
し

た
（
全
４
回
）。

適
切
な
応
急
手
当
を
身
に
つ
け

て
い
れ
ば
、
尊
い
命
を
救
う
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
、
応
急
手
当
を
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
順

次
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
開
催
日

①
６
月
22
日
㈰

　
　

※
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅱ

（
成
人
対
象
：
３
〜
４
時
間
）

②
９
月
７
日
㈰

　
　

※
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅱ

（
成
人
対
象
：
３
〜
４
時
間
）

③
令
和
８
年
１
月
25
日
㈰

　
　

※
普
通
救
命
講
習
Ⅲ

（
小
児
・
乳
児
対
象
：
３
時
間
）

④
令
和
８
年
２
月
21
日
㈯

　
　

※
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅱ

（
成
人
対
象
：
３
〜
４
時
間
）

●
時

間

午
前
９
時
〜
12
時

（
普
通
救
命
講
習
Ⅱ
は
13
時
ま
で
）

●
場

所

大
崎
上
島
消
防
署

●
定

員

15
名
程
度
（
参
加
無
料
）

●
内

容

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

方
法
・
止
血
法
な
ど

問
大
崎
上
島
消
防
署

（
豊
田
郡
大
崎
上
島
町
東
野

４
１
５
４
番
地
１
）

☎
65
‐
２
０
５
６

65
‐
３
５
１
９

h
g
h
6
5
2
0
5
6
@
city

.
higashihiroshim

a.lg.jp

令
和
７
年
度

第
１
回
甲
種
防
火
管
理

新
規
講
習
（
２
日
間
）

●
日

時

５
月
22
日
㈭

８
時
30
分
〜
17
時

５
月
23
日
㈮

８
時
30
分
〜
12
時

両
日
の
受
講
が
必
要
。

受
付
は
８
時
か
ら

●
場

所

東
広
島
市
消
防
局

●
定

員

80
人
（
先
着
順
）

●
料

金

４
，１
０
０
円

（
講
習
初
日
に
支
払
い
）

●
申

込

４
月
17
日
㈭
〜
５
月
８
日
㈭
に

東
広
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
受
講
申
請
書
（
消
防
署
・
分

署
で
配
付
。
東
広
島
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
で
申
込
み
。

問
東
広
島
市
消
防
局

予
防
課

☎
０
８
２
‐
４
２
２
‐
６
３
４
１

そ
の
他

大
崎
上
島
町

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

を
制
定
し
ま
し
た

犯
罪
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ

た
方
や
遺
族
の
多
く
は
、
そ
の
権

利
が
尊
重
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い

難
く
、
こ
れ
ま
で
十
分
な
支
援
を

受
け
ら
れ
ず
、
社
会
的
に
孤
立
し
、

ま
た
、
副
次
的
な
被
害
に
も
苦
し

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
崎
上
島
町
で
は
、
令
和
７
年

４
月
１
日
に
「
大
崎
上
島
町
犯
罪

被
害
者
等
支
援
条
例
」
を
施
行
し
、

犯
罪
被
害
者
等
に
対
す
る
継
続
的

な
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

●
主
な
支
援
の
内
容

・
総
合
相
談
窓
口
の
設
置

・
居
住
の
安
定

・
民
間
支
援
団
体
へ
の
支
援
な
ど

・
啓
発
活
動
の
推
進

・
犯
罪
被
害
者
見
舞
金
の
支
給

問
住
民
課

☎
65
‐
３
１
１
３

令
和
７
年
度

国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
を
改
正
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
平
成

30
年
度
か
ら
財
政
運
営
の
主
体
が

市
町
か
ら
広
島
県
に
移
管
さ
れ
、

同
じ
所
得
・
同
じ
世
帯
構
成
で
あ

れ
ば
、
県
内
ど
の
市
町
で
も
同
じ

保
険
税
負
担
と
な
る
よ
う
保
険
料

（
税
）
率
の
統
一
化
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

広
島
県
が
示
す
標
準
税
率
を
参

考
に
、
町
の
国
民
健
康
保
険
税
率

等
を
次
表
の
と
お
り
改
正
し
ま
し

た
。今

回
の
改
正
に
つ
い
て
、
広
島

県
の
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）
率

の
統
一
に
備
え
る
た
め
に
は
十
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昨
今
の
物

価
高
騰
を
考
慮
し
、
後
期
高
齢
者

支
援
分
は
据
え
置
き
に
す
る
こ
と

で
、
急
な
税
負
担
と
な
ら
な
い
税

率
引
き
上
げ
と
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
の
納
税
通
知
書
は
７
月
中
旬
に

発
送
し
ま
す
。

自衛隊広島地方
協力本部

第１回甲種防火管理
新規講習
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情報プラザ・エル休館日（4月）

開
館
時
間

10
時
〜
18
時

=

休
館
日

求
人
情
報

ク
ロ
キ
運
輸
㈱
、
日
本
生
命
保

険
相
互
会
社

広
島
支
社
、
Ｍ
Ｇ

Ｃ
タ
ー
ミ
ナ
ル
㈱

木
江
事
業
所
、

㈱
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
、
㈱
広
島
銀

行
、
㈱
ツ
ル
ハ
グ
ル
ー
プ
ド
ラ
ッ
グ

＆
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
西
日
本
、
（福）
ひ
が

し
の
会
、
㈲
芸
南
事
業
所
、
小
池
造

船
海
運
㈱
、
さ
ん
よ
う
バ
ス
㈱
、
㈱

フ
レ
ス
タ
、
㈱
シ
ル
バ
ー
サ
ポ
ー
ト

ジ
ャ
パ
ン

※
広
報
紙
発
行
日
ま
で
に
募
集
が
終

了
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

町
内
求
人
票
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
竹

原
発
行
の
求
人
情
報
誌
は
、
役
場

本
庁
ま
た
は
各
支
所
の
窓
口
に
置

い
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
検
索
で
き
ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
竹
原

（
広
島
西
条
公
共
職
業
安
定
所

竹
原
出
張
所
）

☎
０
８
４
６‒

22‒

８
６
０
９

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

問
税
務
課

税
務
係

☎
65
‐
３
１
１
４

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入

ま
た
は
脱
退
し
た
と
き
は

国
民
健
康
保
険
の

届
け
出
を
忘
れ
ず
に
！

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
、
ま

た
は
職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し

た
場
合
は
被
扶
養
者
の
方
も
含
め

て
国
民
健
康
保
険
の
届
け
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
加
入
や
脱
退
し

た
と
き
は
、
速
や
か
に
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
福
祉
課

保
険
係

☎
62
‐
０
３
０
１

こ
ど
も
の
通
院
に
関
す
る

交
通
費
を
助
成
し
ま
す

町
内
の
医
療
機
関
に
診
療
科
が

な
い
こ
と
に
よ
り
、
町
外
の
医
療

機
関
に
通
院
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
の
子
育
て
世
帯
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
交
通
費

を
助
成
し
ま
す
。

●
支
給
対
象
者

町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
、
か
つ
、
こ
ど
も
医
療
費
の

対
象
児
童
を
養
育
す
る
保
護
者

●
助
成
対
象
と
な
る
診
療
科
・
医
療

・
町
内
の
医
療
機
関
に
常
設
し
て

い
な
い
診
療
科

・
保
険
診
療
（
国
民
健
康
保
険
法

又
は
社
会
保
険
各
法
の
規
定
に

よ
る
医
療
に
関
す
る
も
の
）
を

対
象
と
し
ま
す
。

※
予
防
接
種
や
歯
科
矯
正
な
ど
、

保
険
給
付
の
行
わ
れ
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

●
支
給
額

町
外
の
医
療
機
関
を
受
診
し
た

際
の
、治
療
を
受
け
た
こ
ど
も

と
保
護
者（
同
伴
者
）１
名
の
交

通
費
の
実
費
に
つ
い
て
助
成
し

ま
す
。た
だ
し
、１
回
に
つ
き
５
，

０
０
０
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

①
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
場
合

最
も
経
済
的
な
経
路
及
び
交
通

令和７年度国民健康保険税率
医療分 後期高齢者支援分 介護分※

令和６年度 令和７年度 令和６年度 令和７年度 令和６年度 令和７年度
所得割
（前年の所得に応じて計算） 8.02％ 8.40％ 2.90％ 2.90％ 1.86％ 2.10％

均等割
（被保険者１人当たりの額） 32,500円 35,000円 11,500円 11,500円 9,500円 11,000円

平等割
（１世帯当たりの額） 21,500円 23,000円 7,000円 7,000円 6,000円 6,000円

※介護分は40～64歳の国民保険加入者に賦課されます。

◎
就
職
な
ど
に
よ
り
保
険
が
変
わ

る
時
は
、会
社
に
健
康
保
険
の
資

格
が
い
つ
か
ら
変
わ
る
の
か
確

認
を
し
、新
し
い
資
格
確
認
書

等
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、手

続
き
中
で
あ
る
こ
と
を
病
院
に

申
し
出
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
加
入
及
び
脱
退
の
資
格

切
替
の
手
続
き
は
必
要
で
す
。

こんな時 届出に必要なもの

国
保
に
加
入
す
る
と
き

転入してきたとき　
転出証明書
※減税対象者のみ
　（特定同一世帯所属連絡票、旧被扶養者連絡票）

職場の健康保険をやめたとき 離職票、または、健康保険の資格喪失証明書
（被扶養者がある時は、その者の氏名記載も必要）

子どもが生まれたとき 子どもの家族の保険証又は資格確認書、母子手帳

生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書等

国
保
を
や
め
る
と
き

転出するとき
保険証又は資格確認書
※施設へ入所する場合は、住所地特例の該当になる
場合があります。

職場の健康保険に加入したとき
（被扶養者になったときも含む）

国民健康保険証又は資格確認書、職場の健康保
険加入者全員の資格確認書等
※職場では、社会保険の加入の手続はしてくれます
が、国民健康保険脱退の手続はしてくれませんの
で、必ずご自身で手続をしてください。

国民健康保険の加入者が亡
くなったとき

亡くなった人の保険証又は資格確認書※亡く
なった人が世帯主のときは、加入者全員の保険
証又は資格確認書

生活保護を受けるように
なったとき 保険証又は資格確認書、保護開始決定通知書
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ジェネリック医薬品（後発医薬品）
による医療費削減効果について

国民健康保険では、ジェネリック医薬品（後発医薬品）
に切替えた場合のお薬代の自己負担の軽減額に関する
お知らせを送付しています。
令和６年10月診療分の削減効果は
切替えた方の人数 ３０８人
削減された金額 ６７５，１６０円

精神疾患により緊急に医療を精神疾患により緊急に医療を精神疾患により緊急に医療を
必要とする場合には必要とする場合には

広島県精神科救急情報センター 082-892-3600
　精神疾患により、緊急に医療を必要とする場合に、
近くの医療機関の情報や休日・夜間でも受診可能な
救急医療施設を紹介します。

手
段
に
よ
り
算
出
し
た
額

②
自
動
車
で
通
院
し
た
場
合

自
動
車
航
送
に
係
る
実
費
額
＋

こ
ど
も
の
交
通
費

●
手
続
き
方
法

「
大
崎
上
島
町
こ
ど
も
通
院
助

成
金
申
請
書
兼
請
求
書
」
に
、

医
療
機
関
の
発
行
す
る
診
療
証

明
書
（
写
し
）、
交
通
費
の
領

収
書
（
原
本
）
を
添
付
し
て
役

場
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
令
和
７
年
４
月
１
日
以
降
の
診

療
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
健
康
福
祉
課

福
祉
係

☎
62
‐
０
３
０
３

広
島
県
西
部
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
東
広
島
支
所

の
開
設
の
お
知
ら
せ

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
、
大

崎
上
島
町
を
所
管
す
る
広
島
県
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
電
話
番
号

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

※
令
和
７
年
９
月
に
県
西
部
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
東
広
島
支
所

が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

４
月
か
ら
県
西
部
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
内
に
東
広
島
地
区
担

当
分
室
を
設
置
し
た
た
め
、
電

話
番
号
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

●
変
更
前

（
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
）

広
島
県
西
部

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

（
広
島
市
南
区
宇
品
東
４‐１‐
26
）

●
変
更
後

（
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
）

広
島
県
西
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

東
広
島
地
区
担
当
分
室

（
所
在
地
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
）

●
代

表

☎
０
８
２
‐
４
２
６
‐
５
６
５
０

●
女
性
・
Ｄ
Ｖ
相
談

☎
０
８
２
‐
４
２
６
‐
５
６
６
０

●
参

考

令
和
７
年
９
月
か
ら
（
予
定
）

広
島
県
西
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

東
広
島
支
所

（
東
広
島
市
八
本
松
）

●
主
な
業
務

児
童
虐
待
や
配
偶
者
か
ら
の
暴

力
（
Ｄ
Ｖ
）
へ
の
対
応
、
児
童

の
発
達
に
関
す
る
相
談
、
療
育

手
帳
の
発
行
な
ど

問
健
康
福
祉
課

福
祉
係

☎
62
‐
０
３
０
３

「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、

み
ん
な
い
い
。」

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー

に
つ
い
て

４
月
２
日
は
国
連
が
定
め
た

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
で
す
。

こ
の
啓
発
デ
ー
に
合
わ
せ
て
、
厚

生
労
働
省
は
４
月
２
日
か
ら
８
日

の
間
を
「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」

と
し
、関
係
団
体
が
協
力
し
て「
自

閉
症
」
の
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

●
自
閉
症
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

自
閉
症
の
あ
る
方
は
、
脳
の
発

達
過
程
の
違
い
か
ら
「
他
の
人
の

気
持
ち
や
感
情
を
理
解
す
る
こ

と
」「
言
葉
を
適
切
に
使
う
こ
と
」

「
新
し
い
こ
と
を
学
習
す
る
こ
と
」

な
ど
が
苦
手
で
す
。
ま
た
、
社
会

性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
も
苦
手
な

傾
向
に
あ
り
、
言
動
に
か
く
れ
た

「
真
の
思
い
」
を
周
囲
に
理
解
し

て
も
ら
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

多
様
性
に
富
ん
だ
個
性
豊
か
な

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
が
登
場
す
る

海
外
の
子
ど
も
向
け
教
育
番
組

「
セ
サ
ミ
ス
ト
リ
ー
ト
」
の
「
ジ
ュ

リ
ア
」
は
、
自
閉
症
の
特
性
が
あ

る
女
の
子
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。

み
ん
な
と
同
じ
よ
う
に
ジ
ュ
リ
ア

も
遊
び
が
大
好
き
で
す
が
、「
少

し
違
っ
た
遊
び
方
」
を
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な

い
い
。」
セ
サ
ミ
ス
ト
リ
ー
ト
の

仲
間
た
ち
は
そ
ん
な
ジ
ュ
リ
ア
の

こ
と
が
大
好
き
で
す
。
自
閉
症
の

あ
る
方
た
ち
が
、
地
域
生
活
を
通

じ
て
社
会
性
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
気
持
ち
に
寄
り

添
っ
て
接
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
健
康
福
祉
課

福
祉
係

☎
62
‐
０
３
０
３

広
島
県
西
部
東
保
健
所

サ
テ
ラ
イ
ト
業
務
の

実
施
に
つ
い
て

竹
原
市
民
館
で
広
島
県
西
部
東

保
健
所
サ
テ
ラ
イ
ト
業
務
を
実
施

し
ま
す
。

保
健
所
サ
テ
ラ
イ
ト
で
は
、
食

品
関
係
営
業
許
可
申
請
・
届
出
な

ど
の
受
付
や
申
請
・
届
出
の
手
続

き
に
係
る
相
談
受
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。

●
日

時

毎
月
第
２
火
曜
日

10
時
〜
15
時

（
12
時
〜
13
時
を
除
く
）

※
た
だ
し
、
第
２
火
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
第
３
火
曜
日

問
広
島
県
西
部
東
保
健
所

生
活
衛
生
課

☎
０
８
２
‐
４
２
２
‐
６
９
１
１

（
代
表
）
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始始めましょう！ましょうう！ましょうう！
デジタルデジタル終活終活

令和７年度の国民年金保険料は
月額17,510円です！

File.259

竹原警察署大崎上島分庁舎からのお知らせ

町内の交通事故件数（２月）物損事故９件  人傷事故０件

問竹原警察署☎0846-22-0110 大崎上島分庁舎☎ 62-0110

問三原年金事務所　☎0848-63-4111㈹ 住民課　☎65-3113

春の全国交通安全運動の
実施について事

例
１

亡
く
な
っ
た
兄
が
生
前
利
用
し
て
い
た

ネ
ッ
ト
銀
行
の
口
座
を
確
認
す
る
た
め
、

携
帯
電
話
会
社
の
店
舗
に
ス
マ
ホ
の
画
面

ロ
ッ
ク
解
除
を
依
頼
し
た
。「
初
期
化
は
で

き
る
が
、画
面
ロ
ッ
ク
の
解
除
は
で
き
な

い
」と
言
わ
れ
た
。こ
れ
で
は
デ
ジ
タ
ル
遺

品
の
確
認
が
で
き
な
い
。

（
60
歳
代
）

事
例
２

夫
が
亡
く
な
り
携
帯
電
話
を
解
約
し
た
。

最
近
、夫
が
契
約
し
て
い
た
ス
マ
ホ
サ
ブ

ス
ク（
※
）契
約
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
、事
業
者
に
問
い
合
わ
せ
る
と「
す
ぐ

に
解
約
す
る
に
は
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が

必
要
だ
。そ
れ
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
す
ぐ

に
は
解
約
で
き
な
い
」と
言
わ
れ
た
。

（
80
歳
代
）

※
サ
ブ
ス
ク
と
は
、
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ

ン
の
略
で
、
定
め
ら
れ
た
料
金
を
定
期

的
に
支
払
う
こ
と
に
よ
り
、
漫
画
や
音

楽
な
ど
様
々
な
分
野
の
サ
ー
ビ
ス
を
一

定
期
間
利
用
で
き
る
も
の
で
す
。

ア
ド
バ
イ
ス

●
ス
マ
ホ
な
ど
の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、

第
三
者
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
適
切
に
管

理
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。一
方
で
、デ

ジ
タ
ル
遺
品
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る

場
合
に
、故
人
の
ス
マ
ホ
な
ど
の
Ｉ
Ｄ
・

パ
ス
ワ
ー
ド
が
分
か
ら
ず
デ
ー
タ
を
調

べ
ら
れ
な
い
と
い
う
問
題
が
発
生
し

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、万
が
一
の
際
に
、

遺
族
が
故
人
の
ス
マ
ホ
な
ど
を
ロ
ッ
ク

解
除
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

●
毎
月
支
払
い
が
発
生
し
て
い
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
契
約
は
、サ
ー
ビ
ス

名
・
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
日
頃
か
ら
整

理
す
る
ほ
か
、エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

の
活
用
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
）

問
竹
原
市
消
費
生
活
相
談
室

☎
０
８
４
６
‐
22
‐
６
９
６
５

問
地
域
経
営
課

地
域
振
興
係

☎
65
‐
３
１
２
３

便利でお得な納付方法をご利用ください

●口座振替
　口座振替を利用すると、金融機関などに行く手間と時間が省けます。さらに、
「早割（当月末納付）」や「前納」で納めると、保険料が割引されます。

※過去の納め忘れの保険料は、口座振替で納めることはできません。
※引き落とし日は月の末日ですが、土・日・祝日の場合は翌営業日に引き落とし
となります。

●クレジットカード納付
　年金事務所に申し込み、継続的にクレジットカード会社から立替納付を行う
ものです。さらに、「前納」で納めると保険料が割引されます。

※過去の納め忘れの保険料および一部免除期間の保険料は、クレジットカードで納めることはできません。

●電子納付
ペイジー、インターネットバンキング、スマートフォン決済などもご利用いただけます。

運動期間
令和７年４月６日㈰から４月15日㈫までの10日間
交通事故死亡ゼロを目指す日

令和７年４月10日㈭
スローガン
「てをあげて くるまにおしらせ ぼくはここ」
運動重点
●こどもを始めとする歩行者が安全に通行できる
道路交通環境の確保と正しい横断方法の実践
●歩行者優先意識の徹底とながら運転などの根絶
やシートベルト・チャイルドシートの適切な使
用の促進
●自転車・特定小型原動機付自転車利用時のヘル
メット着用と交通ルールの順守の徹底
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日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday

1 2 3 4 5
漁師の朝市 南の里朝市

6 7 8 9 10 11 12
漁師の朝市 南の里朝市

フッ素塗布
（東保）14：00～

認知症カフェ
（オレンジ）13：00～

13 14 15 16 17 18 19
健康相談☆
（東保）10：00～ 漁師の朝市 南の里朝市

家族の会
（大開）13：30～
断酒会
（東保）18：30～

20 21 22 23 24 25 26
漁師の朝市 認知症カフェ

（オレンジ）9：30～
南の里朝市

育児相談・食育講座
（木保）10：00～

27 28 29昭和の日 30
こころの健康相談
（東保）13：30～

東保…東野保健福祉センター　　大開…大崎上島開発総合センター　　オレンジ…オレンジハウス
木保…木江保健福祉センター
漁師の朝市は中野一番街前で8：00から開催し売切れ次第終了　　☆わくわく元気ポイント対象事業
南の里朝市は沖浦観光物産館で9：00から開催

2025　4　April

竹原市休日当番医
内科

日程 場所

毎週日曜・祝日 竹原市休日診療所
☎ 0846-22-7157

外科
日程 場所

4/6・27 馬場病院☎0846-22-2071
4/20 安田病院☎0846-22-6121

耳鼻咽喉科診療所
日時 場所

4/12・26
（受付）13時～17時
 診療開始14時～

東野保健福祉センター内
☎ 67-3311

予防接種
必ず医療機関に予約をしてください。

休日当番医
日程 病院名
4/13 円山医院 ☎64-2062
4/27 射場医院 ☎65-3304

休日当番薬局
日程 薬局名
4/13 セブン薬局　大崎店 ☎62-3780

フィッシャーマンズマーケットを、
大崎海星高校入口交差点横（島BASE）にて

木曜日
15：00～18：00
（4/3・10・17・24）、

土曜日
10：00～15：00
（4/5・12・19・26）開催します。

火 d 金
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　今月号の表紙はすみれ祭りの様
子です。広報取材に行った際、町
内の幼稚園・小学校のステージの
時には、会場に収まりきらないく
らいの人が訪れており、盛り上が
りを見せました。

発
行
日
　
2025年

４
月
４
日
㈮

発
　
行
　
大
崎
上
島
町

編
　
集
　
企
画
課
　
企
画
調
整
係

h ea l thy cookin
gh ea l thy cookin
g

管理
栄養士の

管理
栄養士の

問健康福祉課
　健康予防係☎62-0330

鮭フレークとコーンのカラフルおにぎり
～　１日のスタートは朝食から　～

朝食は、エネルギー補給になるだけでなく、体内時計を整え、１日を元気に過ごすために大切
な役割を果たします。そこで今回は、缶詰や冷凍野菜など時短食材を活用した“おにぎり”の
アレンジレシピを紹介します。おにぎりは、工夫次第で栄養満点、片手でも食べられる手軽さ
から朝食にもぴったりです。ぜひ、お家にある食材を使っていろいろなおにぎりアレンジを楽
しんでみてください。

エネルギー 324kcal、たんぱく質8.5g、
脂質5.1g、食塩相当量0.7g

大
崎
上
島
町
の
男
女
５
歳
毎
の

人
口
分
布
（
２
月
末
現
在
）

作
り
方

①ごはんと鮭フレーク、解凍し
たコーン、ちぎったスライス
チーズ、小口切りにしたこね
ぎを混ぜ合わせる。

②ラップを広げ、①の混ぜごは
んをのせ、包みながら形を整
える。

材
料
（
４
人
分
）

ごはん お茶碗４杯分

鮭フレーク 大さじ４（40g）
冷凍コーン 大さじ４（60g）
（缶詰でも可）
スライスチーズ ２枚
こねぎ 適量

人口と世帯（２月末現在）
人　口：6,668人（－87）
男　性：3,385人（－49）
女　性：3,283人（－38）
世帯数：4,105世帯（－78）

（　）内は前月比

集まれ！わがやのアイドルへご応募ください
　５月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真をお寄せください。氏名（ふりがな）・生年月日・住所（地区名）・
保護者名・電話番号・コメントを明記し、下記問い合わせ先または各支所窓口係まで（４月11日締切）。

問企画課 企画調整係 ☎65-3112　Mail : kikaku01@town.osakikamijima.lg.jp

大
崎
海
星
高
校
の
教
育
寮
「
コ
ン
パ
ス
」
寮
生
９
名

が
、
未
来
へ
と
羽
ば
た
い
て
い
き
ま
し
た
。

卒
寮
の
挨
拶
で
は
、「
大
崎
上
島
だ
か
ら
こ
そ
の
貴
重

な
経
験
」「
こ
こ
を
選
ん
で
本
当
に
良
か
っ
た
」
と
、
思

い
出
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
１
年
生
だ
っ
た
頃
を
振
り
返

り
、「
当
時
の
３
年
生
の
よ
う
に
立

派
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
」
と
笑
い
な
が

ら
も
、
涙
を
流
す
後
輩
た
ち
の
姿
を

見
て
、
自
分
た
ち
が
ど
れ
ほ
ど
大
き

な
存
在
に
な
っ
て
い
た
の
か
を
実
感

し
ま
し
た
。
こ
こ
で
築
い
た
友
情
や

経
験
は
一
生
の
宝
物
に
な
る
で
し
ょ

う
。寮

生
活
を
安
心
し
て
過
ご
せ
た
の

は
、
地
域
の
皆
さ
ま
、
特
に
「
島
親
」

の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。
島
親
の

一
人
、
寺
川
智
子
さ
ん
は
「
特
別
な

こ
と
で
は
な
く
、
気
軽
に
話
し
た
り

立
ち
寄
っ
た
り
で
き
る
関
係
を
築
け

た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
」
と
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
先
ど
ん
な
道
を
進
ん
で
も
、

こ
の
島
で
の
経
験
が
き
っ
と
支
え
に

な
る
は
ず
で
す
。

問
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学
び
の
島
係
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【
こ
の
島
で
の
３
年
間
が
宝
物
】
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